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第 1章 論理と分析 

Theme １ 集合 

  

１  集合の基礎とベン図 

ある条件にあてはまる物や人などの集まりを集合といいます。集合はベン図という方法

を使うと、視覚的にわかりやすく表現することができます。 

例えば、下のベン図において、集合Ａを「りんごが好き」な人の集合、集合Ｂを「みかん

が好き」な人の集合としましょう。このとき、集合Ａと集合Ｂが重なった部分は、「りんご

もみかんも好き」な人を表しており、集合Ａにも集合Ｂにも含まれない部分は、「りんごも

みかんも好きではない」人を表していることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、50人にアンケートを取ったとしましょう。その結果、りんごが好きな人が 30 人、

みかんが好きな人が 23 人いたとします。また、りんごもみかんも好きな人が 14 人いたと

します。このとき、次の人は何人いるか考えてみましょう。 

①りんごだけが好きな人 

②みかんだけが好きな人 

③りんごかみかんの少なくともどちらかが好きな人 

④りんごもみかんも好きではない人 

 

①「りんごだけが好きな人」は、「りんごが好きな人」から「りんごもみかんも好きな人」

を引くことで計算できます。つまり、30−14＝16人となります。 
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②「みかんだけが好きな人」も同様に、「みかんが好きな人」−「りんごもみかんも好きな

人」で計算できます。つまり、23−14＝9人となります。 

ここまでの結果をベン図に書き込むと、次のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、③「りんごかみかんの少なくともどちらかが好きな人」は、集合Ａか集合Ｂの少

なくともどちらかに含まれている人の数なので、16＋14＋9＝39人とわかります。 

最後に、④「りんごもみかんも好きではない人」は、集合Ａにも集合Ｂにも含まれていな

い人の数なので、50−39＝11 人とわかります。 

 

なお、ＡまたはＢである集合を和集合といい、Ａ∪Ｂという記号で表します。また、Ａと

Ｂの共通部分（ＡかつＢの集合）を積集合といい、Ａ∩Ｂという記号で表します。 

 

さらに、集合Ｘに含まれるもの（これを要素といいます）の個数を n(Ｘ)と表記します。

このとき、次の関係が成り立ちます。 

n(Ａ∪Ｂ)＝n(Ａ)＋n(Ｂ)−n(Ａ∩Ｂ) 

先の例でいうと、「りんごかみかんの少なくともどちらかが好きな人 n(Ａ∪Ｂ）」は、「り

んごが好きな人 n(Ａ）」＋「みかんが好きな人 n(Ｂ)」−「りんごもみかんも好きな人 n(Ａ

∩Ｂ)」＝30＋23−14＝39人と計算することができます。 
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例題 

Ｋ社には 42 名の社員がいます。Ｋ社の社員で、資格Ａを有する社員は 26 名、資格Ｂを

有する社員は 14 名います。また、資格Ａも資格Ｂも有していない社員が 11 名います。Ｋ

社に、資格Ａと資格Ｂをともに有する社員は何名いますか。 

 

 

解説 

全体が 42 人で、資格Ａも資格Ｂも有していない社員が 11 名なので、資格Ａまたは資格

Ｂどちらかを有する社員は、42−11＝31 名いることになります。 

「資格ＡまたはＢを保有する社員数」＝「資格Ａを保有する社員数」＋「資格Ｂを保有す

る社員数」−「資格ＡとＢをともに有する社員数」の関係より、「資格ＡとＢをともに有する

社員数」をＸ名とすると、次の式が成り立ちます。 

31＝26＋14−Ｘ 

これを解くと、Ｘ＝9と計算できます。 

よって、求める人数は 9名とわかります。 

 

答え 

９名 

 

なお、これをベン図で表すと以下のようになります。 
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２ 集合の包含関係 

 ある集合の中に、別の集合がすべて入る（含まれる）状況を考えてみます。これを集合

の包含関係といいます。 

 例えば、動物全体の集合をⅮとし、ネコの集合をＮとします。ネコは動物の一種なの

で、集合Ⅾと集合Ｎをベン図で描くと、次のような包含関係で表せることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように集合Ⅾの中に集合Ｎが入っている状態（包含関係）を、Ｎ⊂Ⅾという記号で

表します。 

 

 この場合、集合Ｎの要素はかならず集合Ⅾの要素となります。たとえば、集合Ｎ（ネコの

集合）の要素のひとつであるシャム猫は、必ず動物であるはずです。 

 またこの包含関係である場合、「ＮであるならばⅮである」と言えます。たとえば、「シャ

ム猫であるならば動物である」と言えるわけです。 

 

 別の例を挙げると、「ひらがな」の集合は「日本語」の集合の中にそのまま含まれます。

このとき、「ひらがなであるならば日本語である」と言えるわけです。 
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例題 

Ａ社の社員は、「スペイン語ができる人は全員英語ができる」であるとします。Ａ社の社

員でスペイン語ができる人の集合をＳ、英語ができる人の集合をＥとするとき、Ｓと E の

集合の位置関係を示してください。 

 

 

解説 

「スペイン語ができる人は全員英語ができる」とは、「スペイン語ができる（集合Ｓ）な

らば、英語ができる（集合Ｅ）」ということです。このとき、集合Ｅ（英語ができる人）の

中に集合Ｓ（スペイン語ができる人）が含まれることになります。 

よって、集合の位置関係は次のような包含関係となります。 

 

 

 

答え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


